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【 日本の点字 第29号」より。この変更部分については 「点字数学記号解説暫定改「 、

訂版」の第２刷（2005年１月４日発行）から反映されています 】。

数式等とともに用いられる句読点の用法の

一部変更等について

点字科学記号専門委員会

数式等とともに用いられる句読点の用法について、2002年12月23日の点字科学記号

、 、専門委員会で審議され 2003年５月31日の日本点字委員会総会で確認決定されたので

『点字数学記号解説暫定改訂版』の「４．１ 数式指示符号」の「なお」以下の文章

（墨字版 21、点字版 64）を次のように変更する。p p

なお，数式の終わりの部分に一般日本語表記の句読点が接するときも、句読点を省

略しないことを原則とする。ただし、誤読のおそれがあるなどの場合には句読点を省

略して一般日本語表記の省略時の規則に従うが、上記(2)と(3)の２マスあけの規則を

優先する。

＜解説＞

今回の変更は、数式中のコンマやピリオドの用法についてではなく、いわゆる文章

記号としての句読点の扱いについての一部変更である。

2000年９月に発行した『点字数学記号暫定改訂版』では、数式の前は１マスあけと

しているが、数式の後については 「数式内に関係記号（ ＝ ，＞ ，＜ など）が含、

まれていない場合」には、数式の終わりを１マスあけ 「数式内に関係記号が含まれ、

ている場合」と「数式内に必要な１マスあけが含まれている場合」には数式の終わり

。 、「 ，を２マスあけるとしている そして 数式の終わりに書かれている句読点は省略し

一般日本語表記の省略時の規則に従う」とされていた。しかし、文意を明確にするた

めには、句点の省略はできるだけない方がよく、読点・中点についても、意味の理解

を損なわないためには、誤読のおそれがなければ省略しない方がよい場合が多い。特

に、試験問題等の文章題等においては、省略すると意味の理解を妨げて重大な誤読に
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つながる可能性もある。そこで、数式の後でも句読点を省略しない方を原則とした。

ただし、数式におけるコンマの扱いと混同しないように留意されたい。

以下に、数式の後の句読点を書く場合と省略する場合、及び、数式上のコンマを省

略する場合と省略しない場合について、化学式も含めて例示したので、参考にしてい

ただきたい。

＊ 句点を省略する例

化学式の後のような、下がり数字と誤読される可能性のある句点（句点としてのピ

リオドを含む）は省略して、２マスあけに置き換える。

[例]

□□おもな□せい・ふんわ□外大ｃｈ四□□ふかん・せん□

ねん拗そー・て□はっせい□したのわ□外ｎｏ□□また、□

っっっ

（主な成分はＣＨ 。不完全燃焼で発生したのはＮＯ。また，……）４

＊ 読点（読点としてのコンマを含む）または中点をそのまま書く例

「，」 、 、 。次のような は 誤読されない文章上の読点であり 省略せずにそのまま書く

[例]

□□そく・とを□外ｖ、ｎ、□かそく・とを□外ａ外ｎ□と□する。

（速度を ｖ ，加速度を ａ とする ）ｎ ｎ 。

□□・かんせき□外大ａ、□外大ｂ、□外大ｃ□わ□それ・それ□

せっかい・かん、□かこー・かん、□・けん・ふ・かん・て□

ある。

（岩石Ａ，Ｂ，Ｃ は，それぞれ石灰岩，カコウ岩，ゲンブ岩である ）。

＊ 読点（読点としてのコンマを含む）または中点を省略する例

次の「 」は、右下の添え字と紛らわしい場合や、言葉の部分省略の短い並列であ，

るので省略して、１マスあけまたは２マスあけに置き換える。

[例]

□□・ふったいの□しつ拗ろーを□外m大一□□そく・とを□

外v大一□と□する。
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（物体の質量を ｍ ，速度を ｖ とする ）１ １ 。

□□おもな□せい・ふんわ、□外ｎｏ□□外大ｃｈ四□・て□ある。

（主な成分は，ＮＯ，ＣＨ である ）４ 。

拗すー・こー□外大Ａ□外大Ｂ□の□ま・しわりを□□□

もとめよ。

（集合Ａ，Ｂの交わりを求めよ ）。

□□し・せんすー□外ｍ□外ｎ□の□さい・たい□こーやくすーを□

外ｇ□と□する。

（自然数ｍ，ｎの最大公約数をｇとする ）。

＊ 数式のコンマを省略する例

数列の項目や並列した数式の間にある「 」は省略して、１マスあけまたは２マス，

あけに置き換える。

[例]

□□外ｘーー数１□数２□数３□っっっ

（χ＝１，２，３，……）

□□れんりつ□ほーていしきの□かいわ、□

外ｘーー数１□□外ｙーー数２□□と□なる。

（連立方程式の解は， χ＝１， ＝２ となる ）ｙ 。

＊ 数式のコンマを省略しない例

座標や集合の各要素を区切るコンマ「 」は数式上必要なコンマであるので、省略，

しない。

[例]

（座標（１，２ ）□□・さ拗ほー□外（数１，□数２） ）

（ ｛ ， ， ｝）□□拗すー・こー□外大き数１ □数２ □数３よわ， ， 集合 １ ２ ３

＊ 数式の後の読点と対等な他の数式の後の読点も省略

数式の後の一般日本語の読点（読点としてのコンマを含む）または中点を省略する

必要があるとき、その部分と対等な、他の数式の後の読点も省略することがある。
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次の２カ所の「 」は、どちらも省略して２マスあけとする（どちらも省略しない，

で書くこともできる 。）

[例]

□□・ほーるの□しつ拗ろーを□外m□□拗そそく・とを□

外v大零□□じすー拗ろく□かそく・とを□外g□と□する。

□□・ほーるの□しつ拗ろーを□外m外□拗そそく・とを□（

）外v大零外□じすー拗ろく□かそく・とを□外g□と□する。

（ボールの質量を ｍ，初速度を ｖ ，重力加速度を とする ）０ g 。

単位カッコについての補足

単位カッコについては 『点字理科記号解説暫定改訂版』の「１．８ 単位」で説、

明されているが、詳細については分かりにくい部分があるので、補足する。なお、

「 ％（パーセント 」及び「 °（度 」の点字記号 「 ， 」 の は外字） ） 外ｐ 外ｄ 外

符ではなく、「 ， 」で一つの記号なので、単位カッコ中に書く場合も外ｐ 外ｄ

「 ， 」である（巻末の一覧表修正 。なお 「 °(度)」・＝外ｐ＝っ ・＝外ｄ＝っ ） 、

は、単位カッコ中にも書くことができるが 「′(分) ″(秒)」については、単位カ、

ッコ中に書くことはできない。

、「 、 。」なお 日本語文中に単位カッコを書く場合は 前後の仮名との間をマスあけする

となっているのは 「何ｍ 数千ｍ」など一般表記的な書き方にまで単位カッコを用、

いることは想定しておらず、助詞・助動詞等との間についてである。これらの表記に

も単位カッコを用いる必要のある場合は 「 」などと同様、１語であれば続、 なん外ｍ

けて書いてよい。


